
令和６年３月定例会（とやま市議会だよりNo.8１） 
 
 
常任委員会（予算決算委員会）（市議会だより６ページ） 
 

５年度富山市一般会計補正予算、６年度富山市一般会計予算など３８件につ

いては、いずれも原案のとおり「可決」、「承認」した。 

 

・総務文教分科会 
５年度富山市一般会計補正予算、６年度富山市一般会計予算など８件につい

て、審査した。 

 

展覧会開催事業費（補正分）                              

委員 令和６年能登半島地震を受け、作品展示用免震台を購入するとのことだ

が、どのような装置なのか。 

市 縦横が４４センチメートル、厚みが５センチメートル、重量が約１６キロ

グラムの箱状の台で、内部に免震装置が内蔵されており、天板部分が前後左右

に最大で１０センチメートルスライドすることによって、揺れによる衝撃を吸

収する構造となっている。 

令和６年能登半島地震で施設等に大きな被害を受けた石川県能登島ガラス美

術館においても同じ種類の免震台を導入しており、そこで展示していた作品は

無事であったと伺っている。 

 

管理運営事務費（当初分）                              

委員 富山ガラス造形研究所において、７年度から国内で初めてバーナーワー

クを必修科目化するとのことだが、バーナーワークは国内や海外においてどの

ような位置付けにあるのか。 

市 バーナーワークは、卓上バーナーで小さなアクセサリーを精密につくるこ

とに特化した技法が主流だったが、技術開発が進んだことで、吹きガラスに相

当するようなものも制作できるようになり、また、吹きガラスの溶解炉と比べ、

設備投資やガスの消費量を抑えられることから、現在非常に人気が高い分野と

なっている。 

 加えて、海外の学校では、ワークショップを行う際には人がとてもよく集ま

ることから、バーナーワークのクラスが必ず一つは設けられるなど、世界的に

も非常に人気の高い分野である。 

富山ガラス造形研究所では、現在も選択科目でバーナーワークを教えている



が、他の学校に先駆けて必修科目とすることで、ガラスを専門に教えるという

学校の特色の一つとして大きく掲げたいという思いから、必修科目化を進めて

いるところである。 

 

学校施設整備事業費（当初分）                             

委員 小中学校への空調設備の設置を検討するために調査を実施するとのこと

だが、調査範囲や調査期間はどのように考えているのか。 

市 ６年度当初予算では、体育館と特別教室の両方に空調設備を設置するため

の検討業務委託料を計上している。本業務委託において、各学校の電気設備や

体育館の断熱工事等にかかる費用を算出し、今後の設置方法について検討する

ための基礎データの収集を行いたいと考えている。データ収集作業には１年は

かかる見込みであり、７年度の早い段階で具体的な整備の検討を行い、最短で

８年度から設置に着手していきたいと考えている。 

委員 体育館と特別教室への空調設備の設置は同時に進めていくのか。 

市 空調設備の設置を別々に行う場合と、同時に行う場合の費用を試算した結

果によって検討したいと考えており、基礎データの収集をまずは行いたいと考

えている。 

 

企画事務費および展覧会開催事業費（当初分）                                  

反対意見 シクロシティ株式会社に支払う広告掲出に係る費用について、自転

車市民共同利用システム「アヴィレ」の運営費用を支援する目的で契約が交わ

され、この契約は２１年まで続くが、収支状況も確認できないフランス資本の

企業と独占的に契約を交わしている状態は異常である。 

また、５年度までの支出額と６年度予算額の合計は、２億円をはるかに超え

ている。 

市内には優れた広告事業者が多くいることや、ストリートミュージアムのガ

ラス展示では障害者の方々の仕事を生み出しており、ポスターの掲出方法につ

いては別の方法も考えられるはずである。フランス資本の企業に支払う予算を

ほかに有効活用してほしい。 

賛成意見 当該広告については、都市景観にも十分配慮されており、むしろ富

山のまちづくりの景観の一つになっており、市民の方からも広く理解されてい

ると考えている。 

また、広告の掲出方法によって特性や対象者がそれぞれ異なるため、総合的

に判断して、現在の掲出方法に問題はなく、妥当な予算である。 

 

 



・厚生分科会 
５年度富山市一般会計補正予算、６年度富山市一般会計予算など１４件につ

いて、審査した。 

 

生活困窮者自立支援事業費（当初分）                             

委員 複雑な課題を抱える生活困窮者に対し、専門的かつ伴走的な就労準備の

支援を行う体制を整備するとのことだが、複雑な課題とはどのようなものなの

か。 

市 身体的には就労することが可能な状態であっても、他者とのコミュニケー

ションがうまくとれない、決められた時間に行動できないなど、社会生活を営

んでいく上で必要となる基本的な生活習慣に対しての課題と認識している。 

委員 専門的かつ伴走的な就労準備の支援とは、具体的にどのようなことを行

うのか。 

市 相談者の状況に応じて、段階別に支援していくことを考えている。 

 １段階目として、適度なコミュニケーション能力を習得する場としてのセミ

ナーの開催や、暮らしを安定させるための病院受診の同行など、日常生活に関

する支援、２段階目として、社会的能力形成のための就労体験などの支援、３

段階目として、一般の就労に向けた技能や知識の習得等を促す就労自立支援や、

就職に向けたサポート、就職後の職場定着に向けた支援など、相談者の状況に

応じて、さまざまな支援を組み合わせて実施したいと考えている。 

 

・経済環境分科会 
５年度富山市一般会計補正予算、６年度富山市一般会計予算など１７件につ

いて、審査した。 

 

令和５年度富山市公設地方卸売市場事業特別会計補正予算（第３号）（補正分）                            

反対意見 富山中央青果株式会社に対する施設使用料減免について、３つの減

免理由のうち、事業再生計画において、資本業務提携先である金沢市場の卸売

業者による支援や金融機関の債権放棄に加えて、本市の支援が必要不可欠とい

う理由については納得できない。 

これでは、財政負担を軽減するというＰＰＰ方式の本来の目的と逆行してい

るのではないかと考える。 

今までの経過と今後の計画について、検証や見直しをする時期に来ており、

富山市が税金を使って補填
ほ て ん

するという公設地方卸売市場再整備事業のスキーム

は検討し直さなければならない。 

５年１１月から６年３月までの減免についても、その金額が妥当なのか、極



めて疑問である。 

賛成意見 施設使用料減免については計画も出されており、なりわいをしてい

る方々や市民生活の食を守っていくという意味で、この補正予算に賛成する。 

 

市未利用地におけるオフサイトＰＰＡ事業に係る債務負担行為の設定（当初分）                         

委員 本事業では、ＰＰＡにより太陽光発電設備を設置し、本庁舎等の公共施

設に送電するとのことだが、設置後の設備の所有権や管理責任は誰にあるのか。 

市 ＰＰＡ事業では、２０年間の契約期間終了後は設置された設備は無償譲渡

となることが一般的だが、今後、仕様書を作成するにあたり、所有権や管理責

任の条件についても併せて検討したいと考えている。そのことが市の未利用地

を活用する上で適切であるのかについても検討していきたいと考えている。 

委員 設備が損傷した場合の管理責任や契約期間の途中で事業が中止になった

場合の違約金の内容について、市の負担とならないスキームとなるよう検討を

進めていただきたい。 

 

令和６年度富山市公設地方卸売市場事業特別会計予算（当初分）        

反対意見 ３月１２日の本会議で審議した議案第８０号 令和５年度富山市公

設地方卸売市場事業特別会計補正予算（第３号）と同じく、使用料の減免につ

いて賛成できない。 

賛成意見 施設使用料の減免については、３月１２日の補正予算等分の分科会

での審査時にも説明されており、本市の台所としての市場の機能を維持してい

く上でも必要であることから、この予算に賛成する。 

 

・建設分科会 
５年度富山市一般会計補正予算、６年度富山市一般会計予算など１１件につ

いて、審査した。 

 

液状化対策検討事業（当初分）                                         

委員 道路と宅地等が一体となった面的な液状化対策の必要性について検討を

行うとのことだが、対象地域や、検討内容について、どのように考えているの

か。 

市 場所は、東蓮町を想定している。 

道路は公共施設であり、宅地等は個人の財産であるが、それぞれ別々に対策

を検討するのではなく、一定のエリアについて、道路と宅地等を一体とした面

的な対策を行うことを検討する。 

なお、本市では液状化対策の経験がないことから、検討にあたっては、他都



市の事例等を参考にしたいと考えている。 

 

 

常任委員会（部門別常任委員会）（市議会だより７ページ） 
 

＜総務文教委員会＞ 
富山市市税条例の一部を改正する条例制定の件、政治倫理の確立のための富

山市長の資産等の公開に関する条例の一部を改正する条例制定の件など６件に

ついては、いずれも原案のとおり「可決」した。 

 

【所管部局からの報告事項】 

○企画管理部 

・令和６年４月行政組織の一部改正 

・富山市立小・中学校の跡地利活用に関する基本方針 

・富山市シティプロモーション推進指針の策定 

・富山市立富山外国語専門学校あり方検討懇話会の提言 

〇教育委員会 

・第３期富山市教育大綱・第３期富山市教育振興基本計画 

・富山市八尾化石資料館の廃止 

・富山市科学博物館展示更新計画 

〇財務部 

・旧大長谷出張所等の解体の取り止め 

・富山市市税条例の一部改正（案） 

・令和６年度固定資産税の評価替え 

 

＜厚生委員会＞ 
富山市大沢野健康福祉センター等の指定管理者の指定の件、富山市保育所条

例の一部を改正する条例制定の件など３４件については、いずれも原案のとお

り「可決」した。 

 

【所管部局からの報告事項】 

○病院事業局 

・富山市病院事業経営強化プラン 

・富山市病院事業経営改善計画 

・５年度における本市病院事業のあり方検討 

・ハイブリッド手術室の整備の取りやめ 



○福祉保健部 

・富山市地域福祉計画（令和６年度～令和１０年度）の策定 

・第７期富山市障害福祉計画・第３期富山市障害児福祉計画の策定 

・富山市健康プラン２１（第３次）の策定 

○こども家庭部 

・令和６年度富山市少子化対策推進戦略 

・第７期富山市障害福祉計画・第３期富山市障害児福祉計画の策定 

○市民生活部 

・富山市町内会アンケート調査の結果 

 
＜経済環境委員会＞ 

富山市新産業支援センターの指定管理者の指定の件、富山市漁港管理条例及

び富山市風致地区内における建築等の規制に関する条例の一部を改正する条例

制定の件など１３件については、いずれも原案のとおり「可決」、「承認」し

た。 

 

【所管部局からの報告事項】 

○環境部 

・富山市水道事業給水条例等の一部を改正する条例制定の件（富山市地域し尿

処理施設に関する条例の一部改正） 

○商工労働部 

・第２期富山市工業振興ビジョン第１次改訂 

・牛岳温泉スキー場及び周辺施設再整備基本構想の概要 

○農林水産部 

・富山市水道事業給水条例等の一部を改正する条例制定の件（富山市農業集落

汚水処理施設条例の一部改正） 

・富山市公民館条例及び富山市農村環境改善センター等条例の一部を改正する

条例制定の件 

 
＜建設委員会＞ 

城址公園及び富山市営城址公園駐車場の指定管理者の指定の件、富山市消防

団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定の件など１２件については、

いずれも原案のとおり「可決」した。 

 

【所管部局からの報告事項】 

〇消防局 



・富山市手数料条例の一部を改正する条例制定の件 

〇上下水道局 

・契約金額１億５，０００万円以上の工事請負契約 

〇建設部 

・訴えの提起の結果 

〇活力都市創造部 

・富山市総合交通計画の策定 


